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令和 ４ 年度   事  業  報  告 

１ 組織運営 

（１）定期総会 

日  時  ５月１９日（木）13 時 30 分～ 

 場 所  苫小牧市文化会館 ホール 

 出席者  ５５名（５３町内会） 

 来 賓  苫小牧市 市長         岩 倉 博 文 様 

      苫小牧市社会福祉協議会 会長  渡 邊 敏 明 様 

    議 案  １）報告事項 （原案通り承認） 

① 令和 ３ 年度 事業報告 

② 令和 ３ 年度 一般会計収支決算報告 

③ 令和 ３ 年度 特別会計及び基金会計収支決算報告 

                    ④ 令和 ３ 年度 各会計監査報告 

２）審議事項（原案通り承認） 

① 令和 ４ 年度 事業計画（案） 

② 令和 ４ 年度 一般会計収支予算（案） 

③ 令和 ４ 年度 特別会計及び基金会計収支（案） 

④ 役員等の改選について 

（２）理 事 会 

１）第 １ 回 

日  時  ６月３０日（木）10 時 00 分～ 

場 所  苫小牧市民会館 ３階 小ホール 

      案 件  １）報告事項   

・ 事業経過報告について 

２）協議事項 

① 各種審議会及び実行委員会等の推薦 

② 令和４年度 町連運営について 

③ ブロック会議について 

④ 関係機関との連携 

２）第 ２ 回 

日 時  ９月２７日（火）10 時 00 分～ 

場  所  苫小牧市民会館 ３階 小ホール 

案 件  １）報告事項 

① 事業経過報告について 

② 委員会・部会報告について 

報告 第１号 
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③ 関係団体との連携について 

２）協議事項 

① 令和４年度 町連要望及び市長懇談会に向けて 

② 資産運用について 

③ 苫小牧市自主防災組織連合会との「防災研修会」の共催について 

④ 今後の日程（予定）について 

３）第 ３ 回 

日 時  １１月１７日（木）10 時 00 分～ 

場  所  苫小牧市民会館 ３階 小ホール 

       案 件  １）報告事項   

① 事業経過報告について 

② 委員会・部会報告について 

２）協議事項 

① 令和４年度 町連要望及び市長懇談会に向けて 

② 令和５年 新年交礼会及び表彰式の開催方法について 

③ 令和４年度 研修講演会 

④ 令和５年度 役員等の改選に向けて 

４）第 ４ 回 

日 時  ３月２２日（水）10 時 00 分～ 

場 所  苫小牧市市民会館 ３階 小ホール 

案 件  １）報告事項 

① 事業経過報告について 

② 委員会・部会報告について 

          ２）協議事項 

① 令和 5 年度 定期総会に向けて 

５）第 ５ 回 

日 時  ４月１９日（水）10 時 00 分～ 

場 所  苫小牧市市民会館 ３階 小ホール 

案 件  １）報告事項 

① 事業経過報告について 

          ２）協議事項 

① 令和 5 年度 定期総会について 

② 役員等改選について 
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（３）委員会・部会 

１）総務委員会 

第 １ 回 

日  時  ９月１４日（水）13 時 30 分～  

        場  所  市庁舎 ２階 21 会議室  

案 件  １）令和４年度 事業経過及び予算執行状況について 

          ２）資産運用について 

第 ２ 回 

日  時  ３月１３日（月）1０時 00 分～  

        場  所  市庁舎 ２階 21 会議室  

案 件  １）令和４年度 事業経過及び予算執行状況（概算）について 

          ２）令和５年度 予算（案）について 

２）事業委員会 

第 １ 回 

       日 時  ７月２１日（木）13 時 30 分～ 

場 所  市庁舎 ２階 ２１会議室  

案 件  ・令和４年度 事業の実施について 

第 ２ 回 

       日 時  １０月２６日（水）10 時 00 分～ 

場 所  市庁舎 ９階 第１委員会室  

案 件  １）令和５年 新年交礼会並びに町内会活動会永年功績者表彰式の開催 

       方法について 

     ２）令和４年度 研修講演会の実施について 

第 ３ 回 

       日 時  ２月７日（火）10 時 00 分～ 

場 所  市庁舎 ２階 ２１会議室  

案 件  １）令和４年度 事業経過及び予算執行状況（概算）について 

     ２）令和５年度 事業計画について 

３）表彰審査委員会 

日  時  １０月１３日（木）1０時 00 分～  

       場  所  市庁舎 ２階 21 会議室 

案 件  １）令和４年度 苫小牧市町内会活動功績者表彰被表彰者決定について 

          ２）令和４年度 市長感謝状の推薦について 

          ３）令和５年 新年交礼会及び表彰式について 

 

-3-



    

 

   ４）女性部会 

       第 １ 回 

     日  時  ７月２７日（水）10 時 00 分～ 

     場  所  市庁舎 ２階 ２１会議室 

     案  件  ・令和４年度 事業の実施について 

     第 ２ 回 

     日  時  １０月２５日（火）14 時 00 分～ 

     場  所  市民活動センター ４階 講習室 A 

案  件  １）令和５年 女性部会新年交礼会の開催について 

     ２）令和４年度 女性部会研修講演会について 

第 ３ 回 

     日  時  ２月１３日（月）10 時 00 分～ 

     場  所  市庁舎 ２階 ２１会議室 

案  件  １）令和４年度 事業経過及び予算執行状況（概算）について 

     ２）令和５年度 事業計画について 

           ・女性部会 

５）監事会 

     日 時  ４月６日（水）10 時 00 分～ 

     場 所  市庁舎 ２階 ２１会議室 

     案 件  ・令和３年度事業の執行状況及び経理事務の処理状況について 

 （４）ブロック会議 

   １）中央ブロック 

     第 １ 回 

     日 時  ７月１１日（月）14 時 00 分～ 

     場 所  苫小牧市民活動センター 会議室 

     内 容  １）住民組織活動の推進に関する市への要望 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

     第 ２ 回 

     日 時  １月２５日（水）14 時 00 分～ 

     場 所  苫小牧市民活動センター 研修室２ 

     内 容  １）町連役員改選に伴う候補者推薦について 

          ２）各町内会の課題と意見交換 
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   ２）見山・北光ブロック 

     第 １ 回 

     日 時  ７月２５日（月）18 時 30 分～ 

     場 所  花園町総合福祉会館 

     内 容  １）住民組織活動の推進に関する市への要望 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

     第 ２ 回 

     日 時  １月２８日（土）18 時 30 分～ 

     場 所  花園町総合福祉会館 

     内 容  １）町連役員改選に伴う候補者推薦について 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

   ３）日新・しらかばブロック 

     第 １ 回 

     日 時  ７月２０日（水）13 時 00 分～ 

     場 所  しらかば総合福祉会館 

     内 容  １）住民組織活動の推進に関する市への要望 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

         第 ２ 回 

     日 時  ２月２１日（火）13 時 30 分～ 

     場 所  しらかば総合福祉会館 

     内 容  １）町連役員改選に伴う候補者推薦について 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

   ４）鉄南ブロック 

     第 １ 回 

     日 時  ７月１７日（日）13 時 30 分～ 

     場 所  日吉総合福祉会館 

     内 容  １）住民組織活動の推進に関する市への要望 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

         第 ２ 回 

     日 時  ２月２０日（月）10 時 00 分～ 

     場 所  日吉総合福祉会館 

     内 容  １）町連役員改選に伴う候補者推薦について 

          ２）各町内会の課題と意見交換 
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   ５）鉄北ブロック 

         第 １ 回 

     日 時  ７月２６日（火）14 時 00 分～ 

     場 所  明野柳総合福祉会館 

     内 容  １）住民組織活動の推進に関する市への要望 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

         第 ２ 回 

     日 時  ２月１４日（火）11 時 00 分～ 

     場 所  明野柳総合福祉会館 

     内 容  １）町連役員改選に伴う候補者推薦について 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

   ６）錦岡ブロック 

     第 １ 回  

     日 時  ８月１日（月）14 時 00 分～ 

     場 所  澄川町総合福祉会館 

     内 容  １）住民組織活動の推進に関する市への要望 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

         第 ２ 回 

     日 時  ２月２０日（月）10 時 00 分～ 

     場 所  澄川町総合福祉会館 

     内 容  １）町連役員改選に伴う候補者推薦について 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

   ７）沼ノ端ブロック 

     日 時  ７月１日（金）18 時 30 分～ 

     場 所  拓勇中央福祉会館 

     内 容  １）住民組織活動の推進に関する市への要望 

          ２）各町内会の課題と意見交換 

 （５）苫小牧市長懇談会 

     日 時  １１月２２日（火）13 時 30 分～ 

場 所  市庁舎 ５階 第２応接室 

内 容  １）住民組織活動の推進に関する要望事項について 

２）地域の課題について 

 （６）各種審議会、実行委員会への参画 
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２ 研修交流事業 

（１）講演会・セミナー 

  １）町連研修講演会 

    日 時  １２月２０日（火）14 時 00 分～ 

    場 所  苫小牧市文化会館 ホール 

    参加者  ８４名（町内会役員７４名 市職員８名 プレス２名） 

    内 容  地域防災意識の向上に関する講演会 

         テーマ「東日本大震災の体験から未来のために出来ること」 

          講師 山 縣 嘉 恵 氏（災害伝承 10 年プロジェクト語り部） 

  ２）女性部会研修講演会 

    日 時  １０月３１日（月）14 時 00 分～ 

    場 所  苫小牧市民会館 ３階 小ホール 

    参加者  ８０名（町内会役員７２名 市職員７名 プレス１名） 

    内 容  地域防災力の向上に関する講演会 

         テーマ災害時に役立つ生活の知恵！「命を守る一枚のふろしき」 

          講師 横 山 芳 江 氏（一般社団法人日本風呂敷文化協会代表理事） 

  ３）スマホセミナー 

    日 時  ６月～７月の月・金曜日 

    場 所  各町内会館駐車場及び会議室外 

    参加者  ５３名 

    内 容  １）初めてのスマートフォン体験 

２）スマートフォン（iPhone/Android）の使い方基本講座 

         ３）スマホのセキュリティーについて 

         ４）始めよう！災害の備え 

（２）新年交礼会（開催中止） 

   ・町連 

   ・女性部会 

（３）北海道町内会連合会等主催研修会 

１）全道町内会活動研究大会（開催中止） 

２）町内会活動実践者研修会（オンライン開催） 

  日 時  ８月４日（木）13 時 30 分～ 

     参加者  正副会長４名（市民活動センター研修室 B にて） 
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     内 容  テーマ「認知症への理解～地域での見守り・支え合いの仕組みづくり～」 

          １）実践報告 

            ① 福祉見守りボランティア事業“ご近所さん” 

             報告者 長 尾 由紀子 氏 

（札幌市北区あいの里 C ステージ町内会前会長） 

            ② 認知症を抱えながら地域活動を実践する 

             報告者 佐 藤 徹 郎 氏 

（札幌市南区六寿会会長・澄川第６町内会文化部長） 

          ２）講義 

           「認知症の人と家族がともに笑顔であゆむために 

                  ～認知症の人の心の声に耳をすませて～」 

            講 師 木 島 輝 美 氏（札幌医療大学保健医療学部看護学科） 

３）ブロック町内会活動研究大会（オンライン開催） 

  日 時  １０月１８日（火）13 時 30 分～ 

  参加者  １）町内会館   ・・・ ４名（１町内会） 

       ２）サテライト会場・・・１０名（８町内会） 

  内 容  テーマ「安全・安心に暮らし続けるための地域の絆づくり」 

       １）実践報告 

         ① 防災さんぽ 

～家族単位で災害時の経過確認・役割確認～ 

           報告者 玉 熊 隆 昭 氏（恵庭市北柏木町内会会長） 

               梶 浦 孔 明 氏（恵庭市北柏木町内会副会長） 

         ② 子育て世代が一から町内会を立ち上げ 

           ～自分たちでつくる愛着あるまちづくり～ 

           報告者 川 北 光 晴 氏 

（札幌市東区東かりきひかりの町内会会長） 

       ２）講義 

           「災害に対する地域での備え」～未来への備えにつなげる～ 

            講 師 三 浦  浩 氏（命を守る大切さを語りつなぐ代表者） 

（４）胆振管内町内会連絡協議会主催研修会（開催中止） 

・  町内会（自治会）活動研修会（登別市） 
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３ 町内会活動推進事業 

（１）苫小牧市との連携 

１）加入促進キャンペーン・町内会会報展 

      日 時  ３月２８日（月）～４月１日（金） 

      場 所  市庁舎 １階 正面玄関ロビー 

      内 容  １）町内会に関する相談及び町内会加入申込窓口ブースの設置 

           ２）各町内会の会報の展示 

           ３）加入促進ルーフレット及びポケットティッシュを配布 

２）加入促進 PR 活動 

日 時  5 月８日（日） 

場 所  緑ヶ丘公園（緑ヶ丘公園まつり会場） 

  内 容  １）加入促進ルーフレット及びポケットティッシュ 1,000 個配布 

       ２）加入促進 PR コメントを、場内アナウンスにて放送 

３）広報「とまこまい」３月号（令和５年３月発行）にて、町内会活動特集記事を掲載 

４）職員向け町内会活動周知活動 

（２）苫小牧市自主防災組織連合会との連携 

   １）懇談会 

       日 時  ９月２１日（水）13 時 30 分～ 

       場 所  市庁舎 ２階 ２１会議室 

       出席者  ７名（自主防災組織連合会４名、町連事業委員会３名） 

       内 容  １）苫小牧市自主防災組織連合会について 

            ２）自主防災組織連合会と本会との連携、協力について（意見交換） 

   ２）防災研修会（共催） 

１）鉄南ブロック 

   日 時  1１月１６日（水）18 時 30 分～ 

   場 所  日吉総合福祉会館 

      内 容  １）災害時における避難所開設について 

          ２）避難所運営の留意点について（意見交換会） 

２）沼ノ端ブロック 

  日 時  1 月２８日（土）10 時 00 分～ 

  場 所  東開文化交流サロン 

     内 容  １）災害時における避難所開設について 
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          ２）拓勇東町内会の防災活動について 

          ３）避難所運営の留意点について（意見交換会） 

（３）苫小牧市社会福祉協議会との連携 

１）懇談会 

  日 時  ８月２２日（月）13 時 30 分～ 

  場 所  市民活動センター ３階 会議室２ 

  出席者  １３名（社会福祉協議会７名、町連５名、市１名） 

     内 容  １）地域における社協事業について 

          ２）社協事業やその他、地域における課題について 

２）「おうちで楽しめーる便」の作成 

 

４ 顕彰事業 

（１）苫小牧市町内会連合会表彰 

     表彰式    １月１７日（火）1７時 00 分～ 

          苫小牧市文化会館 ホール 

     受賞者  町内会活動永年功績者表彰 １３４名 

・50 年表彰   １名・40 年表彰   ３名  

・30 年表彰  １９名・20 年表彰  ４４名  

・10 年表彰  ６７名 

 （２）苫小牧市長感謝 

     受賞者  ２３名  ※ 町連表彰 30 年以上の表彰者 

     ※ 表彰式は 令和４年度町内会活動永年功績者表彰式席上で執り行う 

（３）北海道町内会連合会表彰 

     受賞者  単位町内会・自治会組織会長表彰 

・瀧     進 氏（澄川町町内会 会長） 

・勝 田 正 昭 氏（青雲町内会 会長） 

・竹 田 秀 泰 氏（沼ノ端中央町内会 会長） 

・木 村 健 二 氏（北光町町内会 会長） 

 

５ 関係機関等会議 

（１）北海道町内会連合会 

１）定期総会（書面表決） 

       案 件    １）令和３年度事業・決算報告及び令和４年度事業計画・予算（案） 
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                 ２）道町連共済の一部改正（案）について 

          ３）役員の改選について 

２）市町村町内会・自治会事務担当者会議（書面会議） 

         案 件  ・令和５年度事業計画（案）について 

（２）胆振管内町内会連絡協議会 

１）定期総会（書面表決） 

       案 件    １）令和３年度事業・決算報告及び令和４年度事業計画・予算（案） 

          ２）役員改選（案）について 

 

６ 参 加 行 事 

（１）第６７回とまこまい港まつり  

日 程  8 月５日（金）～７日（日） 

参加者   会長外 

（２）第５７回とまこまいスケートまつり  

日  程    2 月４日（土）～５日（日） 

           町内会交流競技 ・フロアーカーリング・氷上スポーツ祭 

      参加者    会長 外 

 

７ 「住民組織活動の推進に関する要望書」の提出および市長との懇談会 

 11 月２２日（火）13 時 30 分から、苫小牧市役所にて町連役員１９名で市長に町連側

からの要望書を提出し、懇談会を行った。（要望とそれに対する回答は次のとおり） 

要 望 事 項 回    答 

要望１ 『防災対策』について 

（１）防災無線の利用拡充 

ア 防災無線スピーカーの設置拡充と積極 

的な活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災行政無線の屋外スピーカーにつきましては、事

前に音達シミュレーションを行ったうえで現状の配

置としておりますが、風向き等の影響により、聞き取

りにくい状況が生じているものと認識しております。 

市としましては、これまで全体的な音質・音量調整

や個別の対応を行っており、引き続きスピーカー調整

などにより可能な限り改善を図ってまいりたいと考

えております。屋外スピーカーにつきましては、防災

情報と合わせて行政からのお知らせや地域からの情
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イ 町内会の無線利用の拡充 

 

 

 

 

 

（２）津波ハザードマップ 

ア 津波ハザードマップ改訂版の具体的取 

  組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 津波発生時の避難方策と市民周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報発信に活用しておりますが、一方で、スピーカー近

隣の住民からは音量や放送頻度に係るご意見もいた

だいており、これら様々な声を勘案のうえ、有効に活

用してまいりたいと考えております。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

屋外スピーカーの地域での活用につきましては、行

政からのお知らせのほか、各町内会の防災訓練やイベ

ント、熊出没時の啓発など、様々な用途で活用いただ

いております。今後とも、地域での活用方法について

周知に努め、利用の拡充に努めてまいります。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

新たな浸水想定に対応した地区別の津波ハザード

マップにつきましては、令和４年度中の完成を目指し

て改訂作業を進めており、マップ完成の際には市ホー

ムページに掲載するとともに、各地域に応じた地区別

のマップを全戸に配布する予定でございます。市民の

皆様には、配布されたマップをご覧のうえ、日頃から

ご自身の津波リスクに応じた避難方法をイメージし

ていただくとともに、本市としても、地域と連携しな

がらハザードマップを活用した防災訓練や防災講座

を展開し、実効性のある避難体制を構築してまいりた

いと考えております。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

津波発生時の避難方策につきましては、新たな浸水

想定のもと、水平避難と垂直避難を組み合わせる必要

性があるため、新たな津波避難ビルの選定作業を行う

など、避難場所の確保に努めております。津波発生が

予想される際には、防災行政無線の一斉放送と併せ、

緊急速報メール等の文字情報を活用しながら発信し

ております。市民の皆様には、津波ハザードマップを

参考に速やかな避難行動を行っていただきたいと考

えており、出前講座等の機会を捉え周知・啓発を図っ

てまいります。 

（市民生活部危機管理室 担当） 
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ウ 津波避難タワーの設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）避難所機能の整備 

ア 町内会館の避難所機能及び体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 災害事例別の避難所の役割と機能表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）土砂災害警戒区域法面等の整備 

 

 

本市では、新たな浸水想定への対応として、まずは

津波ハザードマップの改訂と併せて、垂直避難のため

の津波避難ビルの拡充に取り組んでおります。その上

で、津波避難が困難な地域におきましては、ハード対

策として、市公共施設の新改築に合わせた津波避難機

能の付加や、津波避難タワーなどの避難施設等の整備

について、国の財政支援を念頭に建設・維持コストを

勘案しながら、中長期の視点で検討を進めてまいりま

す。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

 

本市では、大規模災害への対応を見据え、市内の小

中学校及び高等学校等の 48 カ所を避難所に指定し、

感染症対策を含め機能強化に努めております。町内会

館につきましては、近年、土砂災害など指定避難所の

開設に至らない小規模避難のケースにおいて、町内会

とも相談のうえ、学校配備の備蓄品や人員を活用しな

がら一時的な避難場所として活用させていただいて

おります。今後とも、様々なケースを想定し、町内会

との連携を密にしながら状況に応じた避難場所の確

保に努めてまいります。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

本市では、市内の小中学校及び高等学校等を指定避

難所に指定しているほか、市内の一定程度の広さを有

する公園等を避難場所としております。これらの機能

表示につきましては、津波、高潮、洪水、内水氾濫、

崖崩れ、土石流、地滑り、大規模な火事、地震、火山

等の災害種別ごとに対応の可否を〇×で看板に標記

し、わかりやすい表示に努めているところでございま

す。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

土砂災害に係る法面等の整備につきましては、所管

する北海道において順次対策工事を実施しておりま

すが、北海道内の危険箇所は 1 万か所以上あり、要配
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（５）自主防災組織の全町内立ち上げ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要望２ 『地域環境整備対策』について 

（１）害獣対策 

ア 鹿やアライグマなどの野生動物の糞害 

及び食害対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慮者施設等を優先しているため、全体の整備完了には

相当の時間を要すると伺っております。このため市と

しましては、警戒区域の指定箇所周辺のパトロールや

土砂災害ハザードマップの活用を進めるとともに、災

害時においては関係機関と連携して早めの避難を呼

びかけるなど、ソフト面での対応に努めてまいりたい

と考えております。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

本市の自主防災組織は町内会単位で結成されてお

り、令和４年６月現在の市内の世帯カバー率は

95.4％で、道内 10 万人以上の自治体では北見市、

釧路市に次ぎ、これまでの町内会のご協力の結果、大

変高い組織率となっております。一方で、自主防災組

織を含む町内会活動の維持・活性化が課題となってお

り、現在市においては、新たな町内会活動のスタイル

として、ＩＣＴを活用した研修会の開催などの支援に

ついて、町内会連合会とともに取り組んでおります。 

このため自主防災組織につきましては、この状況を見

守りつつ、防災の側面からも活動の維持・活性化に向

けた支援を行いながら、地域の負担にも配慮のうえ結

成を呼び掛けてまいりたいと考えております。 

（市民生活部危機管理室 担当） 

 

 

 

北海道におけるエゾシカの推定生息数は、令和３年

度では 69 万頭と言われており、増えすぎたエゾシカ

による森林や農業の被害、交通事故のほか、市街地で

の糞害や食害など被害が拡大しております。エゾシカ

は広域的に移動するため、北海道全体で生息数を減ら

し適正な個体数を管理することが抜本的な対策と考

えており、引き続き北海道に対し、捕獲事業の継続実

施や狩猟期間の拡大などを要望してまいります。ま

た、市内では、これまでの農業・森林被害の防止を目

的とした捕獲事業や北海道による捕獲事業、狩猟など

により年間 1800 頭のエゾシカを捕獲しております
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イ 犬の糞処理や猫への餌やりに対する注意 

喚起と規制条例の制定 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が、今年度からは市街地周辺において、市独自の捕獲

事業も実施を予定しております。市街地に出没するエ

ゾシカ対策については、フラッシュライトなどの対策

グッズの貸し出しを行っております。次にアライグマ

は、特定外来生物に指定されており、放置しておくと

分布を拡大しながら、その土地に元からいた在来種の

生息・生育を脅かしたり、農林水産業など様々な被害

を及ぼすおそれがあります。国の特定外来生物被害防

止基本方針では、被害を及ぼしていたり、及ぼすおそ

れがある特定外来生物については、必要に応じて防除

を実施することとされています。本市の対策として

は、山林等において捕獲事業を実施しているほか、家

庭菜園や建物への侵入被害対策として箱ワナの貸出

しと処分を行っています。なお、令和３年度は合計

363 頭捕獲し、今後も対策を継続してまいりたいと

考えております。エゾシカやアライグマの被害でお困

りの際には、環境生活課にご相談いただければと思い

ます。 

（環境衛生部環境生活課 担当） 

 

犬の飼育方法や糞処理については、「苫小牧市畜犬

の取締り及び野犬等の掃討に関する条例」に基づき、

市民からの通報に応じて適宜、飼い主への注意喚起や

指導を行い、住民が希望すれば看板掲示やビラ配布も

行っております。また、「動物の愛護及び管理に関す

る法律（通称動物愛護法）」及び「動物愛護法施行規

則」では、犬猫を含む動物について「動物の飼養、保

管又は給餌若しくは給水に起因した騒音、悪臭の発生

など周辺の生活環境が損なわれている場合、都道府県

知事は当該事態を生じさせている者（原因者）に対し、

必要な指導又は助言をすることができる」と規定され

ております。市としては、これら既存の法令に基づき

原因者への注意喚起や指導等を行い、もし改善されな

い場合には、北海道と連携して更に厳しい対策を講じ

るなど、犬猫による生活環境被害の防止に努めてまい

りたいと考えております。 

（環境衛生部環境生活課 担当） 

-15-



    

 

 

（２）空き家・空き地対策 

ア 空き家情報の行政と町内会の情報共有 

と連携体制の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 空き家・空き地の適正管理に向けた条 

例の制定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹木、雑草の越境など、管理不全の空き家につきま

しては、所有者が適正に管理することが基本的な対応

となります。行政として急を要する場合には、市が所

有者を特定して、対応することとなります。夜間・休

日につきましても、市役所の代表電話を通じて対応い

たしますので、まずは市民生活課まで一報いただくよ

うお願いいたします。なお、この連絡体制につきまし

ては町内会連合会を通じて、改めてお知らせいたしま

す。 

（市民生活部市民生活課 担当） 

 

本市の空き家対策につきましては、平成 27 年５月

に空家等対策の推進に関する特別措置法が全面施行

されたことを踏まえ、空家等に関する施策を総合的か

つ計画的に実施し、安心・安全に暮らせるまちづくり

を推進することを目的に、令和元年度から令和５年度

までの５か年計画として苫小牧市空家等対策計画を

策定しております。なお、市長公約の中で空き家・空

き地の一元管理について、検討することとしておりま

すので、この計画を推進していく中で、他市の状況な

ど情報収集してまいります。 

（市民生活部市民生活課 担当） 

適正に管理されていない空き地は、ドクガ等の害虫

の発生源となり、ごみの不法投棄場所となるなど、周

辺住民の生活環境を脅かす原因となります。本市で

は、空き地の適正な管理を目的に「苫小牧市空き地の

雑草等の除去に関する指導要綱」を定めております。

これに基づき、毎年、現地を調査し背丈がおおむね

50 センチメートル以上の雑草等が繁茂した空き地の

所有者に対し、草刈など適正な管理をお願いする指導

文書を送付しております。引き続き、健康で安全な市

民生活の確保に努めてまいりますので、お困りの際に

は環境生活課にご相談して下さい。 

（環境衛生部環境生活課 担当） 
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（３）幹線道路・生活道路の街路樹の適正な剪 

   定 

 

 

 

 

 

 

（４）日吉町の市営住宅の早期立替と地区再開 

   発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）商業施設等の閉鎖・廃業に伴う生活環境

維持に向けた対策 

 

 

 

 

 

要望３ 『町内会活動推進対策』について 

（１）少子高齢化及び人口減少対策 

ア 高齢者支援事業助成金の周知徹底 

 

 

 

 

 

 

市道における街路樹の剪定につきましては、毎年、

計画的に行っているところでございますが、樹種や環

境によって成長に違いがあることから、交通や隣接す

る家屋等に支障がある場合には、その都度対応してい

る状況でございますので、お気づきの点がございまし

たら、緑地公園課まで御連絡をお願いします。 

（都市建設部緑地公園課 担当） 

 

日吉団地の整備につきましては、市営住宅整備計画

において令和 13 年から令和 15 年にかけて既存住宅

を解体し、令和 15 年から令和 17 年にかけて現地建

替を行うこととしております。この市営住宅整備計画

は、５年に一度見直しを行うこととしておりますが、

この中で早期建替や、地域から御要望をいただいてい

る津波浸水想定区域内であることに配慮した階数設

定などについて、検討してまいります。また、整備後

に生じる遊休地の活用につきましては、土地需要の状

況等を踏まえ、関係部局と協議してまいりたいと考え

ております。 

（都市建設部住宅課 担当） 

 

商業施設等の閉鎖・廃業につきましては、それぞれ

の事業者の判断によりなされるものと認識しており

ますが、今後、そのような業種の方々と直接お話する

機会があった際には、地域町内会から今回のような御

要望があることをお伝えしてまいりたいと考えてお

ります。 

（産業経済部商業振興課 担当） 

 

 

「高齢者支援事業助成金」については、高齢者の福

祉の増進等を図ることを目的とした事業を広く補助

対象としており、町内会毎の取組を尊重する立場か

ら、年齢に関わらず広く活用を可能としております。 

このたびのご要望に基づき、連合会の皆様と改めて周

知方法等についてご相談をさせていただき、高齢者の

福祉の増進のためにより良い制度となるよう努めて
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イ 町内会加入・活動参加の促進に向けた方 

策の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 苫小牧市への移住政策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 少子化に関する具体的対策 

 

 

 

 

 

まいりたいと考えております。 

（福祉部総合福祉課 担当） 

 

市としましては、これまでも新たな人材確保と加入

促進を目的として、共同住宅の建築に関する町内会へ

の情報提供や、春の転入繁忙期における、市庁舎１階

ロビーでの町内会の紹介や加入受付の実施、広報とま

こまいにおいて、町内会活動に関する特集記事を掲載

するなど、加入促進に向けた取り組みを行っておりま

す。また、地域の若い世代にも町内会に興味・関心を

持っていただけるよう、町内会役員の皆様を対象にス

マホセミナーを開催するなど、ＩＣＴの活用により積

極的な参加を促す取り組みを行っております。今後に

つきましても、町内会連合会と連携し、町内会加入・

活動参加の促進に向けた方策を行ってまいりたいと

考えております。 

（市民生活部市民生活課 担当） 

 

移住・定住促進に向けた取り組みとしまして、政策

推進課が移住相談に関するワンストップの窓口とな

り、メールや電話等での相談対応や市のホームページ

で情報発信を行っているほか、フェア等イベントへの

出展、市内巡覧を計画・実施する「オーダーメイド移

住ガイド」など、様々な取組を実施しております。移

住相談では多様な問合せがあり、移住における不安が

少しでも解消されるよう努めているところです。これ

らの取組と併せて、本市の既存事業を活用し、効率的

な内容を検討しながら今後も事業を進めてまいりま

す。 

（総合政策部政策推進課 担当） 

 

本市の人口構成比をみましても、妊娠適齢期の女性

人口が減少していくことや晩婚化の進展、生涯未婚率

の増加などから、少子化が進展する可能性が高いもの

と考えております。また、市民を対象としたアンケー

ト調査においては、「子どもの数が理想より少ない理

由」として、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」
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（２）町内会合併の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）町内会館の維持の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）町内会管理の防犯灯の更新費用の状況把

握と補助制度の再考 

 

 

との回答が約６割となっております。国においても特

定不妊治療の保険適用や出産育児一時金の増額検討、

保育料の無償化など対策が取られており、本市としま

しても、出産や子育てしやすい環境の整備や、子育て

世代の経済的負担感の軽減に向けて、多子世帯給食費

助成事業や不妊検査に対する独自助成制度の拡充、保

育施設整備による待機児童の解消、子育ての悩み相談

窓口の開設など、出産前から青年期までを支援できる

よう様々な事業を展開しております。今後も、子育て

を地域全体で支援できる街を目指すことで、少子化対

策に取り組んでまいります。 

（総合政策部政策推進課、健康こども部こども育成課 担当） 

 

持続可能な町内会活動に向けた取り組みとしまし

て、町内会行事を近隣町内会と合同で実施した場合に

事業費の一部助成を行う町内会合同事業促進補助を、

令和２年度から実施しております。私どもとしては、

この事業の活用やブロック会議の開催などを通じて、

近隣町内会との交流の場を確保することにより、町内

会活動の活性化に努めておりますので、ご理解願いま

す。 

（市民生活部市民生活課 担当） 

 

各町内会が維持管理を行っております町内会館に

つきましては、町内会活動の拠点となっており、老朽

化に伴う修繕、建替えは町内会が抱える課題の一つと

認識しております。今後、町内会加入率の低下などに

より、各町内会の運営が厳しくなっていくものと想定

しておりますことから、各町内会や町内会連合会との

情報共有を行った上で、維持管理のあり方について検

討してまいりたいと考えております。 

（市民生活部市民生活課 担当） 

 

ＬＥＤ街路灯の更新に係る補助割合につきまして

は、現時点では昨年度回答と同様、令和８年度からＬ

ＥＤ灯導入以前の負担割合である市６割の補助率に

より、町内会の街路灯に対する支援を継続していくこ
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とを基本に考えております。更新に係る費用の積立状

況につきましては、各町内会の主体性に委ねる観点か

ら、積立金額の詳細な把握までは行っておりません

が、各町内会からの予算及び決算資料から、特別会計

による運用や、防犯灯更新を含めた基金積立などを確

認しているところでございます。また、更新時期が一

定時期に集中することも懸念されますが、他市町村で

は設置から１０年以上使用している事例も確認され

ていることから、更新費用の状況把握を含めまして、

引き続き町内会連合会とも協議させていただきたい

と考えております。 

（市民生活部市民生活課 担当） 

 

 

８ 町内会清掃活動事業協力 

（１）「春の大掃除月間」４月１７日～５月１６日 

      ４月１７日 全市一斉の大掃除『ゼロごみの日』 

 （２）「秋の大掃除月間」10 月 1 日～10 月 31 日 

     10 月１６日 全市一斉の大掃除『ゼロごみの日』 

 

９ 町内会活動保険支給状況 

№ 受給者 発生年月日 種類 事故状況・支給内容 診断名 支給額 

1 男性 

 

R04．07．16 

 

賠償 お祭り旗の撤去作業中、駐車

していた車にリヤカーを接触 

車両修理 116,050 円 

2 男性 

（74歳） 

R04．07．22 傷害 夏祭りのテント設営作業中に

転倒 

腰椎圧迫骨

折 

672,000 円 

3 男性 

（75歳） 

R04．09．02 傷害 会館敷地内の木を伐採中、脚

立より転倒 

右踵骨折 122,000 円 

4 女性 

（73歳） 

R04．10．03 

 

傷害 町内会だより配布の際、配布

先宅玄関先で転倒 

左足首 2 カ

所骨折 

20,000 円 

5 

 

男性 

（70歳） 

R05．01．10 傷害 町内要支援者宅の除雪作業中

に転倒 

左肋骨骨折 12,000 円 

6 女性 

（64歳） 

R05．01．11 

 

傷害 会館敷地の除雪作業中に転倒 左腕骨折 （手続き中） 
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１０ 広報活動 

（１）機関紙「町連だより」の発行 

   ・第５２号 発行（令和 ４ 年９月 ７日付） 

   ・第５３号 発行（令和 ５ 年２月２５日付） 

  （２）SNS による情報発信（随時更新） 

   １）ホームページ（http://tomakomai-tyouren.jp/）の運用 

     ・単位町内会フェイスブックとのリンク 

２）町連公式ＬＩＮＥアカウントの運用 

 

１１ その他 

（１）町内会記念事業 

・柏木町町内会  町内会館落成記念式典 

（２）お悔やみ 

   ・見山町東町内会 会長代行 故 田中   蔀 氏（４月１９日 ご逝去） 

   ・栄町町内会   会長   故 畠山 義一 氏（２月  ５日 ご逝去） 
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円

円

 円

 　

収入の部 (単位：円)

項 当初予算額 補正額 予算現額

1,652,000 1,652,000 1,652,080 80

１ 会　費 1,652,000 1,652,000 1,652,080 80 1 単位町内会会費 　 20 円× 世帯 1,652,080

3,408,000 3,408,000 445,500 △ 2,962,500

１ 研修会等参加
　　負担金

3,408,000 3,408,000 445,500 △ 2,962,500 1 0

2 445,500

1,850,000 1,850,000 1,763,000 △ 87,000

１ 市助成金 1,400,000 1,400,000 1,400,000 0 1 苫小牧市住民組織活動助成金 1,400,000

２ 道町連助成金 310,000 310,000 200,000 △ 110,000 1 50,000 円× 4 200,000

３共募助成金 140,000 140,000 163,000 23,000 1 苫小牧市共同募金助成金 43,000

2 歳末助け合い募金助成金 120,000

0 0 0 0

１ 繰 入 金 0 0 0 0 1 運営財源準備基金より繰入 0

1,000 1,000 27 △ 973

１ 雑 収 入 1,000 1,000 27 △ 973 1 預金利息 27

1,898,000 1,898,000 1,898,512 512   

１ 繰 越 金 1,898,000 1,898,000 1,898,512 512  前年度繰越金 1,898,512

8,809,000 0 8,809,000 5,759,119 △ 3,049,881

増減額 説      　　　　　　　　      明

各種研修事業等参加負担金

収入金額

3,986,403

1,772,716収支差引

支出金額

合　　　計

予       算       額
決算額

２ 負 担 金

ひとりの不幸もみのがさない
住みよいまちづくり全道運動

６ 繰 越 金

３ 助 成 金

款

町内会活動永年功績者表彰式

令和 ４ 年度　苫小牧市町内会連合会 一般会計収支決算書

５ 雑 収 入

町内会

１ 会　   費

82,604

４ 繰 入 金

5,759,119

報告 第2号
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支出の部

１ 総務管理費 1,857,000 0 1,857,000 1,180,401 676,599

１ 一般管理費 1,239,000 0 1,239,000 816,279 422,721

2 需用費 290,000 290,000 177,232 112,768 1 一般事務用消耗品ほか 177,232

3 印刷製本費 10,000 10,000 0 10,000 2 町連だより作成ほか 0

4 役務費 275,000 275,000 250,846 24,154 3 郵送料ほか 250,846

5 通信運搬費 251,000 251,000 220,401 30,599 4 携帯電話運営経費 220,401

9 負担金 113,000 113,000 102,400 10,600 5 会費 102,400

12 諸   費 300,000 300,000 65,400 234,600

・ 東胆振精神保健協会会費

6 諸費 65,400

・ 組織運営諸費

・ 慶弔費ほか

２ 会 議 費 618,000 0 618,000 364,122 253,878

1 旅　 費 337,000 337,000 153,000 184,000 1 総会 34,800

2 需用費 52,000 -13,700 38,300 700 37,600 2 理事会 151,400

8 使用料 96,000 13,700 109,700 109,700 0 3 委員会・部会 77,200

9 負担金 123,000 123,000 100,722 22,278 4 ブロック会議 100,722

12 諸   費 10,000 10,000 0 10,000 5 北海道町内会連合会　総会 0

6
胆振管内町内会連絡協議会
理事会・総会

0

7 事務担当者会議他事務連絡 0

項
補正額 予算現額

予     算     額

目

款

説                                   明
当初予算額

残  額流用
(充当)額

決算額

・ 北海道町内会連合会会費

・ 暴力追放運動推進協議会会費

・ 苫小牧心身障害者職親会会費

・ 介護者を支える会会費
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項
補正額 予算現額

予     算     額

目

款

説                                   明

当初予算額
残  額

流用
(充当)額

決算額

２ 事 業 費 5,642,000 0 5,642,000 1,606,002 4,035,998

１ 研 修 費 734,000 0 734,000 219,865 514,135

1 旅　 費 137,000 137,000 2,200 134,800 1 町内会活動推進研修会 203,865

2 需用費 78,000 -21,800 56,200 3,225 52,975 2 北海道町内会連合会研修会 16,000

3 印刷製本費 20,000 21,800 41,800 41,800 0 ・町内会活動実践者研修会

8 使用料 176,000 176,000 91,650 84,350 ・ブロック別町内会活動研究大会

9 負担金 126,000 126,000 16,000 110,000 3
胆振管内町内会連絡協議会
研修会

0

10 報償費 150,000 150,000 40,360 109,640

12 諸   費 47,000 47,000 24,630 22,370

２ 活 動 費 4,613,000 0 4,613,000 1,181,507 3,431,493

1 旅　 費 74,000 74,000 0 74,000 1 町内会加入促進事業 218,944

2 需用費 3,487,000 3,487,000 476,956 3,010,044 ・「会費納入票」作成

3 印刷製本費 600,000 600,000 577,951 22,049 2 町内会活動活性化事業 435,127

8 使用料 80,000 80,000 71,600 8,400 ・ホームページ更新

12 諸   費 112,000 112,000 0 112,000 ・ＩＣＴ機器（タブレット）リース

13 委託料 260,000 260,000 55,000 205,000 ・おうちで楽しめーる便（社協と共同作成）

3 永年功績者表彰式 527,436

３ 顕 彰 費 295,000 0 295,000 204,630 90,370  

2 需用費 135,000 135,000 62,180 72,820 1 永年功績者表彰経費 204,630

3 印刷製本費 160,000 160,000 142,450 17,550

３ 助 成 金 310,000 0 310,000 200,000 110,000 　

１ 助 成 金 310,000 0 310,000 200,000 110,000

11 助成金 310,000 310,000 200,000 110,000 1 北海道町内会連合会事業助成金 200,000

４ 繰 出 金 0 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0  

1 繰 出 金 0 1,000,000 1,000,000 1,000,000 0 1 運営財源準備基金へ繰出 1,000,000

５ 予 備 費 1,000,000 -1,000,000 0 0 0  

1 予 備 費 1,000,000 -1,000,000 0 0 0

8,809,000 0 8,809,000 3,986,403 4,822,597

・ ひとりの不幸もみのがさない住みよいま
ちづくり全道運動活動費助成金

合　　計
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収入金額 円

支出金額 円

収支差引

収入の部 (単位：円)

項

450,000 450,500 500

１ 負 担 金 450,000 450,500 500 1 450,500

1,300,000 1,300,000 0

１ 市助成金 1,300,000 1,300,000 0 1 1,300,000

1,100,000 1,100,000 0

１ 繰 入 金 1,100,000 1,100,000 0 1 運営財源準備基金繰入金 1,100,000

1,000 0 △ 1,000

１ 雑 収 入 1,000 0 △ 1,000 1 預金利息 0

52,000 52,663 663   

１ 繰 越 金 52,000 52,663 663  前年度繰越金 52,663

2,903,000 2,903,163 163

支出の部 (単位：円)

項

2,847,000 2,846,720 280

１ 保 険 料 2,847,000 2,846,720 280 1 町内会活動保険料 2,846,720

20,000 5,733 14,267

１ 一般事務費 20,000 5,733 14,267 1 0

2 役務費 5,733

36,000 0 36,000

１ 予 備 費 36,000 0 36,000 1 予備費 0

2,903,000 2,852,453 50,547

２　総務管理費

需要費

３ 予　備　費

合　　　計

予算額 決算額

各町内会保険金

予算額 決算額

合　　　計

款
残　額 説      　　　　　　　　      明

１ 保　険　料

円（次年度へ繰越）

1 負　担　金

２ 助　成　金

３ 繰　入　金

４ 雑　収　入

５ 繰　越　金

町内会活動保険市助成金

令和４年度　町内会活動保険 特別会計収支決算書

2,903,163

50,710

款
増減額 説      　　　　　　　　      明

2,852,453

報告 第３号
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（単位：円）

　　　増　　※1 　　　減　　※2 差引増減額

15,558,939 1,023,039 1,100,000 △ 76,961 15,481,978

※1 一般会計より繰入による増額 100万円

※2 町内会活動保険特別会計へ繰出による減額110万円

（単位：円）

運 用 方 法 利  率 運　 用　益

苫小牧信用金庫 1,144,738 0.001% 3

北洋銀行 331,655 0.001% 5

苫小牧信用金庫 2,000,000 0.002% 34

北海道銀行 2,000,238 0.002% 34

北洋銀行 5,005,347 0.002% 85

　  平成24年度
    北海道公募公債
    (償還日R04.10.31)

北洋銀行 　　　― 0.790% 20,053

　  令和4年度
    北海道公募公債
    (償還日R09.11.30)

北洋銀行 5,000,000 0.210% 2,825

15,481,978 23,039

※償還を迎えた平成24年度北海道公募公債は、令和４年度北海道公募公債を購入し運用。

令和４年度　運営財源準備基金調書

前年度末基金残高
令和４年度　増減額

今年度末基金残高

※北洋銀行（普通預金）は、平成24年度北海道公募公債の利金及び普通預金利息積立として運用。

合　　　　　　　　　　　計

運営財源準備基金運用調書

運 　　用 　　先

普 通 預 金

定 期 預 金
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（単位：円）

増 減 差引増減額

5,255,753 89 0 89 5,255,842

（単位：円）

運 用 方 法 利  率 運　 用　益

定 期 預 金
とまこまい広域
農業協同組合 5,255,842 0.002% 89

5,255,842 89合　　　　　　　　　　　　　　計

運 　　用 　　先

令和4年度　　特別事業基金調書

前年度末基金残高
令和 ４ 年度　増減額

今年度末基金残高

特別事業基金運用状況調書
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令和５年度 事業計画（案） 

～ 地縁の“絆”で築く安全安心で住みよいまちづくり ～ 

 

【 基 本 方 針 】 

 

私たち苫小牧市町内会連合会は、市内８２町内会の思いや考えをまとめ、

安全安心できれいな住みよい“地域づくり”、“まちづくり”に取組むととも

に関係機関をはじめ諸団体に地域の声を届けています。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の蔓延により、お互いが寄り添

い、支えあいながら活動する共助の地域づくりの停滞・縮小を強いられ、社

会的な孤立を招くなど、日常生活に大きな影響を及ぼしております。 

さらには、高齢者やこども達を巻き込んだ予期しない心を痛める事件や事

故が相次いで起こるなど、不安定な社会情勢の中で“地域の絆”が改めて問

われていると感じております。 

町内会活動においては、地域の特性を損なうことなく、「自らの地域は自ら

が守る！」を基本テーマとして、高齢者から子どもまで、住民一人ひとりが

主体的に参加できる町内会活動を目指し、コロナがもたらした生活スタイル

や価値観の変化を受け止め、コロナ後の社会環境に対応した「持続可能な町

内会活動」を確立していく必要があるものと考えています。 

令和５年度におきましては、コロナ後の取組とあわせ、近年増大する大規

模な自然災害への対応等も含め、時代や環境に即した新たな「活動と仕組み

づくり」を目指し、地域の“活気”を取り戻していくよう精力的に取り組ん

でまいりたいと考えています。 

 

≪ 重 点 目 標 ≫  

 １ 地域の“活気”を取り戻す“町内会（自治会）活動”の意欲向上！ 

 ２ “見守り”、“声かけ”により、顔が見える地域のふれあいの充実！ 

 ３ 次世代につなげる幅広い世代の町内会参加に向けた体制づくり！！！ 

 

 

議案 第１号 
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１ 組 織 運 営 

 

 本会組織の基盤強化と効率的な運営を目指し、必要な会議や委員会等を設

置し、有効的な組織運営と事業の推進を図る。 

 

（１）会 務 

①定期総会（会則第 11 条各項）  

令和５年５月２５日（木） 苫小牧市文化会館ホール 

②理事会及び正副会長会議（会則第 12 条及び第 13 条各項） 

定例及び随時開催 

③各委員会・部会（会則第 14 条～第 16 条各項） 

随時開催 

ア 総務委員会  イ 事業委員会  ウ 表彰審査委員会 

    エ 女性部会   オ 監事会 

（２）ブロック会議と町内会相互の連携強化（会則第 17 条各項）  

随時開催 

   地域の特性と自主性を尊重するとともに、ブロック会議を通した町内

会相互の連携強化により、持続可能な町内会運営と活動の推進を図る。 

（３）市長懇談会の実施 

令和５年１１月開催（予定） 

   町内会や地域が抱える広域的な課題などについて、直接市長に声を届

けるとともに、その課題解決とまちづくりの諸施策に関する意見交換

の場として実施する。   

（４）各種審議会、実行委員会への参画 

関係機関・団体の要請に応じて参画 

   行政をはじめ関係機関、団体が所管する各種審議会や実行委員会等に

地域代表として役員を推薦し、町連・町内会・地域の思いや考えを届

けていく。 
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２ 研 修 交 流 事 業 

 

 町内会活動の推進に向けた知識、技法の習得をはじめ、情報の収集、交換、

交流を通して、町内会が抱える課題の解決と町内会活動の活性化を図る。 

 

（１）町内会活動の推進に向けた研修会、講演会等の実施 

   地域コミュニティ及び活動に関する有識者等を招聘する講演会の開催 

◇研修講演会 『(仮称)町内会に求められる防災力とは』 

◇女性役員研修講演会 『(仮称)今すぐ使える家庭の防災の備え』 

（２）意見交換・交流会（ブロック別） 

   本市の単位町内会による「特色ある活動」の実践報告・意見交流会、及

び女性役員によるブロック別意見交換会の開催 

◇『（仮称）町内会活動実践者報告会』 

テーマ：加入促進活動、コロナ終息後の新たな活動様式、 

変わる町内会費の集金活動 

◇『（仮称）女性役員ブロック別意見交換・交流会』 

（３）関係機関・団体による各種研修・研究大会等への参加 

  ◇全国自治会連合会  ◇北海道町内会連合会 

  ◇胆振管内町内会連絡協議会 

  ◇北海道社会福祉協議会及び苫小牧市社会福祉協議会 外 

 

 

３ 町 内 会 活 動 の 推 進 

 

  町内会の組織強化と拡大に向けた加入促進と地域活動の活性化に向け、

町内会相互の連携、交流を図るとともに様々な機会をとらえて加入促進

活動を推進する。 

 

（１）情報発信と啓発 

  ①本会ホームページ、LINE、会報による情報発信 
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  ②町内会「会報展」の開催協力 

  ③各種「生活情報誌」、「タウンガイド」、「新聞」などへの情報提供 

（２）加入促進 

  ①加入促進用リーフレット等の作成、配布 

  ②加入促進キャンペーンの実施、協力  

  ③『会費納入票』の作成、配布 

（３）『(仮称)電子町内会！』事業の調査研究 

  新型コロナウイルス感染症が、市民生活を取り巻く様々な活動に大きな

影響を及ぼしてきた。長い歴史を有する町内会(自治会)活動においても、

新しい“活動スタイル”や“活動様式”が望まれることから、引き続き

『(仮称)電子町内会』の構築、運用に向けた調査研究、研修に取り組む。 

（４）自主防災意識の高揚及び組織化の促進 

  自主防災活動に関する意識高揚と未組織町内会に対する発足に向け、研

修会や防災訓練などの情報発信、活動支援、連携強化に努める。 

（５）連携・交流 

①新年交礼会等を通した町内会相互の連携、協力、親睦、交流の促進 

◇苫小牧市町内会連合会新年交礼会の開催 

日時：令和６年１月（予定） 

会場：グランドホテルニュー王子グランドホール（調整中） 

   ◇苫小牧市町内会連合会女性役員新年交礼会『女性の集い！』の開催 

     日時：令和６年１月（予定） 

会場：グランドホテルニュー王子グランドホール（調整中） 

②目的別自主団体(自主防災組織連合会、交通安全指導委員会、防犯協会

など)との連携、協力 

  ③全国自治会連合会、北海道町内会連合会及び胆振管内町内会連絡協議

会の各種事業への参画 

    ④民生委員児童委員協議会との連携、協力 

  ⑤苫小牧市子ども会育成連絡協議会との連携、協力 

  ⑥小中学校、ＰＴＡ、校区連、子ども会との連携 

  ⑦市による「まちづくり事業」及び各種施策への参加、協力 
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  ⑧苫小牧市社会福祉協議会による各種事業への参加、協力 

    ｢おうちで楽しめーる便｣ 

  ⑨苫小牧市共同募金委員会、日本赤十字社苫小牧市地区の活動協力 

  ⑩その他地域活動関係団体との連携、協力 

（６）町内会活動保険の充実 

  ①傷害補償  ②賠償責任補償  ③障害見舞費用補償 

 

 

４ 顕 彰 事 業 

 

地域活動をはじめ町内会運営に対し、永年に渡り功績のあった役員や町内

会等を表彰又は推薦する。 

 

（１）苫小牧市町内会連合会永年功績者の表彰 

本会永年功績者の表彰式は、令和６年１月開催予定の『町連 新年交礼会』

の席上で挙行する。 

   ※単位町内会からの推薦事務は、別途本会事務局より案内する。 

なお、推薦基準等においては、従来の基準・要項による。 

（２）北海道町内会連合会表彰推薦 

◇優良組織表彰  ◇功労者表彰  ◇功労者感謝 

（３）苫小牧市自治貢献者表彰推薦 

（４）苫小牧市社会福祉協議会会長顕彰推薦 
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令和 5 年度 月別事業計画（案） 

月 日 事   業   内   容 

４ 

11 

16 

16 ～ 30 

令和 ４ 年度収支決算 会計監査 

全市一斉大掃除の日（「ゼロごみの日」） 

春の大掃除月間（5/15 まで） 

５ 

1 ～ 31 

中  旬 

25 

31 

下  旬 

日赤社資募集協力 

緑の募金運動協力 

定期総会（苫小牧市文化会館） 

北海道町内会連合会定期総会（札幌市） 

胆振管内町内会連絡協議会定期総会（登別市） 

6 

上  旬 

中  旬 

下  旬 

第 1 回 理事会 

第 1 回 事業委員会 

第 1 回 女性部会 

7 
上  旬 

下  旬 

第 1 回 総務委員会 

第 1 回 表彰審査委員会 

８ 
4 ～ 6 

下  旬 

第 68 回 苫小牧港まつり参加協力 

第 2 回 理事会 

9 
14 

21 

セーフティウェーブ・イン・苫小牧 2023 

大規模「旗の波作戦」 

１０ 

1 ～ 31 

1 ～ 31 

15 

18 

下  旬 

赤い羽根共同募金運動協力 

 秋の大掃除月間 

全市一斉大掃除の日（「ゼロごみの日」） 

全国自治会連合会北海道札幌大会 

第 2 回 表彰審査委員会（単位町内会から被表彰者推薦） 

１１ 

上  旬 

中  旬 

下  旬 

下  旬 

第 2 回 女性部会 

胆振管内町内会連絡協議会研修会 

第 3 回 理事会 

町内会活動の推進に向けた「市長懇談会」及び「要望書の提出」 

１２ 1 ～ 31  歳末たすけあい運動協力 

１ 
中  旬 

下  旬 

新年交礼会並びに表彰式 

女性部会 新年交礼会 

２ 

上  旬 

上  旬 

中  旬 

第 58 回 とまこまいスケートまつり参加協力 

第 2 回 事業委員会 

北海道町内会連合会市区町村町内会・自治会事務担当者会議（札幌市） 

３ 
上   旬 

下  旬 

第 2 回 総務委員会 

第 4 回 理事会 

◇ 定例正副会長会議（毎月第２水曜日定例・その他随時開催） 
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円

円 　

収入の部 (単位：千円)

項 本年度 前年度

1,651 1,652 △ 1 （単位：円）

１ 会　費 1,651 1,652 △ 1  単位町内会会費 　 20 円× 世帯 1,651,360

3,108 3,408 △ 300

１ 研修会等参加
　負担金

3,108 3,408 △ 300 1 108,000

・町内会活動推進研修会

　 ・北海道町内会連合会主催研修会

・胆振管内町内会連絡協議会主催研修会

2 6,000 円× 500 名 3,000,000

・町内会連合会新年交礼会

・女性役員新年交礼会「女性の集い！」

1,813 1,850 △ 37

１ 市助成金 1,400 1,400 0 1 苫小牧市住民組織活動助成金 1,400,000

２ 道町連助成金 250 310 △ 60 1 50,000 円× 5 250,000

３ 共募助成金 163 140 23 1 苫小牧市共同募金会助成金 43,000

2 歳末助け合い募金助成金 120,000

0 0 0

１ 繰 入 金 0 0 0 1 運営財源準備基金より繰入 0

1 1 0

１ 雑 収 入 1 1 0 1 預金利息 1,000

1,772 1,898 △ 126   

１ 繰 越 金 1,772 1,898 △ 126 1 前年度繰越金 1,772,716

8,345 8,809 △ 464

令和5年度　苫小牧市町内会連合会 一般会計収支予算（案）

総　　　　　　括

収入金額

支出金額

各種研修事業等参加負担金

82,568

8,345,000

8,345,000

款
説      　　　　　　　　      明

ひとりの不幸もみのがさない住み
よいまちづくり全道運動

新年交礼会

６ 繰 越 金

３ 助 成 金

４ 繰 入 金

町内会

比　較
予     算     額

１ 会     費

２ 負 担 金

合　　　計

５ 雑 収 入

議案 第2号
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支出の部

１ 総務管理費 1,875 1,857 18

１ 一般管理費 1,225 1,239 △ 14

2 需用費 280 290 △ 10 1 一般事務用消耗品ほか 280,000

3 印刷製本費 10 10 0 2 町連だより作成ほか 10,000

4 役務費 275 275 0 3 郵送料ほか 275,000

5 通信運搬費 248 251 △ 3 4 ＩＣＴ運営経費 248,000

9 負担金 112 113 △ 1 5 会費 112,000

12 諸   費 300 300 0 ・ 北海道町内会連合会会費

・ 胆振管内町内会連絡協議会会費

・ 苫小牧心身障害者職親会会費

・ 暴力追放運動推進協議会会費

・ 介護者を支える会会費

・ 東胆振精神保健協会会費

6 諸費 300,000

・ 組織運営諸費

・ 慶弔費ほか

２ 会 議 費 650 618 32

1 旅　 費 326 337 △ 11 1 総会 81,000

2 需用費 75 52 23 2 理事会 243,000

8 使用料 116 96 20 3 委員会・部会 138,000

9 負担金 123 123 0 ・ 総務委員会（3回）

12 諸   費 10 10 0 ・ 事業委員会（3回）

・ 表彰審査委員会（3回）

・ 女性部会（3回）

・ 監事会（1回）

・ 正副会長会議（12回）

4 ブロック会議 1,500円×82町内会 123,000

5 北海道町内会連合会総会（札幌市） 21,420

6 胆振管内町内会連絡協議会総会・理事会（登別市） 28,000

7 事務担当者会議他事務連絡（札幌市） 15,580

(単位：千円）

前年度

予     算     額款
項

目
説                                   明比　較

本年度
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前年度

予     算     額款
項

目
説                                   明比　較

本年度

2 事 業 費 5,220 5,642 △ 422

１ 研 修 費 769 734 35

1 旅　 費 138 137 1 1 研修交流事業 388,760

2 需用費 78 78 △ 0 ・町内会活動の推進に向けた研修会、講演会

3 印刷製本費 40 20 20 ・意見交換・交流会（ブロック別）

8 使用料 180 176 4 2 全国自治会連合会全国大会 125,340

9 負担金 136 126 10 3 北海道町内会連合会各種研修会 163,480

10 報償費 150 150 0 4 胆振管内町内会連絡協議会研修会 91,420

12 諸   費 47 47 0

２ 活 動 費 4,156 4,613 △ 457

1 旅　 費 55 74 △ 19 1 町内会加入促進事業 300,000

2 需用費 3,162 3,487 △ 325 ・加入促進用リーフレット等

3 印刷製本費 600 600 0 ・「会費納入票」

8 使用料 80 80 0 2 町内会活動活性化事業 677,600

12 諸   費 49 112 △ 63 ・「（仮称）電子町内会」調査研究（継続）

13 委託料 210 260 △ 50 ・ＩＣＴ機器（タブレット）リース

・「おうちで楽しめーる便」

3 町内会親睦交流事業 3,178,000

・町内会連合会「新年交礼会」

・女性役員新年交礼会「女性の集い！」

３ 顕 彰 費 295 295 0  

2 需用費 135 135 0 1 永年功績者表彰経費 295,000

3 印刷製本費 160 160 0

3 助 成 金 250 310 △ 60 　

１ 助 成 金 250 310 △ 60

11 助成金 250 310 △ 60 1 北海道町内会連合会事業助成金 250,000

４ 予 備 費 1,000 1,000 0  

1 予 備 費 1,000 1,000 0 1 予備費 1,000,000

8,345 8,809 △ 464合　　計

・ ひとりの不幸もみのがさない住みよいまち
　づくり全道運動活動費助成金　（5町内会）
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収入金額

支出金額 　

収入の部 (単位：千円)

項 本年度 前年度

452 450 2

１ 負 担 金 452 450 2 1 各町内会保険金　 452,400

1,300 1,300 0

１ 市助成金 1,300 1,300 0 1 1,300,000

1,100 1,100 0

１ 繰 入 金 1,100 1,100 0 1 運営財源準備基金繰入金 1,100,000

1 1 0

１ 雑 収 入 1 1 0 1 預金利息 1,000

50 52 △ 2   

１ 繰 越 金 50 52 △ 2  前年度繰越金 50,710

2,903 2,903 0

支出の部 (単位：千円)

項 本年度 前年度

2,847 2,847 0

１ 保 険 料 2,847 2,847 0 1 2,846,720

20 20 0

１ 一般事務費 20 20 0 1 10,000

2 役務費 10,000

36 36 0

１ 予 備 費 36 36 0 1 予備費 36,000

2,903 2,903 0合　　　計

１ 保　険　料

２　総務管理費

需要費

３ 予　備　費

款 予       算       額
説      　　　　　　　　      明比　較

町内会活動保険料

令和５年度　町内会活動保険 特別会計収支予算（案）

総　　　　　括

款 予       算       額
比　較 説      　　　　　　　　      明

2,903,000円

2,903,000円

1 負　担　金

町内会活動保険市助成金

４ 雑　収　入

５ 繰　越　金

合　　　計

２ 助　成　金

３ 繰　入　金

議案 第３号
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（単位：円）

増 減 差引増減額

15,481,978 8,961 1,100,000 △ 1,091,039 14,390,939

※ 町内会活動保険特別会計へ繰出による減額110万円

（単位：円）

運 用 方 法 利  率 運　 用　益

苫小牧信用金庫 44,775 0.001% 3

北洋銀行 340,460 0.001% 5

苫小牧信用金庫 2,000,000 0.002% 34

北海道銀行 2,000,272 0.002% 34

北洋銀行 5,005,432 0.002% 85

　  令和4年度
    北海道公募公債
    (償還日R09.11.30)

北洋銀行 5,000,000 0.210% 8,800

14,390,939 8,961

運 　　用 　　先

普 通 預 金

定 期 預 金

合　　　　　　　　　　　計

※北洋銀行（普通預金）は、令和4年度北海道公募公債の利金及び普通預金利息積立として運用

令和５年度　運営財源準備基金調書（案）

令和４年度基金残高
令和５年度　増減額

令和５年度末基金残高

運営財源準備基金運用調書
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（単位：円）

増 減 差引増減額

5,225,842 89 0 89 5,225,931

（単位：円）

運 用 方 法 利  率 運　 用　益

定 期 預 金
とまこまい広域
農業協同組合 5,225,931 0.002% 89

5,225,931 89

運 　　用 　　先

合　　　　　　　　　　　　　　計

令和５年度　特別事業基金調書（案）

令和４年度基金残高
令和５年度　増減額

令和５年度末基金残高

特別事業基金運用状況調書
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『 役 員 等 の 改 選 に つ い て 』 

 

 

任期満了に伴う役員の選任及び補充員の指名並びに理事会の互選による会長、副会長の 

承認について 

 

 

１ 役員等選考委員会の指名する役員等の候補者について（会則第５条第１項）   

理 事       ２４名 

監 事        ３名 

 

２ 役員等選考委員会が指名する役員等の補充員について（会則第５条第３項）   

補充員理事     １４名 

補充員監事      ３名 

 

 

３ 理事会の互選による会長、副会長について（会則第４条及び第５条第２項）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案 第４号 
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【 苫小牧市町内会連合会 会則 抜粋 】 

第２章  役  員 

（役員） 

第４条 本会に、次の役員を置く。 

（１）会    長     １名 

（２）副 会 長     ４名 

（３）理    事   ３０名以内 

（４）監    事     ３名 

（役員の選出） 

第５条 理事及び監事（以下「役員」という。）は、役員等選考委員会が、町内会の会長及び町 

内会の会長が推薦する女性町内会役員の中から候補者を推薦し、理事会に諮った上、総会で 

選任するものとする。 

２ 前項の規定により選任された理事は、互選により会長１名、副会長４名を選任し、総会の 

承認を得なければならない。なお、会長は、役員等選考委員会が推薦した町内会の会長から 

選出するものとする。 

３ 役員を選任する総会において、任期途中で役員に欠員が生じた場合の補充のため、あらか 

じめ、補充員を選任指名することができる。この場合、同条第１項及び第2項を準用し選任 

指名するものとする。 

４ 役員候補者の選出及び補充員を選出指名する役員等選考委員会の運営等については、理事 

会で別に定める。 

（任期） 

第７条 理事及び監事の任期は２年とし、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のも 

のに関する定期総会の終結までとする。ただし、再任を妨げない。 

２ 欠員により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 役員は、任期満了後も後任者が就任するまでは、その職務を行うものとする。 

（就任期間の制限） 

第８条 会長及び副会長は、原則として、それぞれ継続して３期６年を超えてその職に就くこ 

とはできない。 
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ブロック別構成町内会及び理事定数等 

ブロック 構 成 町 内 会 理 事 定 数 備 考 

中央 

ブロック 

幸町町内会、本町町内会、大町寿町内会、高砂町内会、 

栄町町内会、二区町内会、一区町内会、若草町内会、 

旭町町内会、汐見町内会、末広町町内会、元中野町内会、 

新中野町内会、船見町港北町内会、若草団地町内会 

                                           （15町内会） 

４ 

 

見山・北光 

ブロック 

桜木町町内会、豊川町内会、有珠の沢町内会、見山町西町内会、

見山町東町内会、啓北町内会、花園町内会、北光町町内会、 

山手北光町内会、山手町内会                 （10町内会） 
３ 

 

日新・ 

しらかば 

ブロック 

宮の森町内会、日新町町内会、日新中央町内会、 

日新草笛町内会、桜坂町町内会、しらかば西町内会、 

しらかば中央町内会、しらかば東町内会、 

柏木町町内会、川沿町町内会                （10町内会） 
３ 

 

鉄南 

ブロック 

糸井西町内会、糸井南町内会、日吉町町内会、光洋町町内会、

あやめ町内会、西町親交会、大成町公住町内会、 

弥生連合町内会、矢代町町内会、第七区親交会  （10町内会） 
３ 

 

鉄北 

ブロック 

第八区自治会、春日清水町内会、高丘泉町内会、住吉泉町内会、

双葉町町内会、音羽町町内会、日の出三光町内会、美光町内会、

新明町町内会、明野柳町内会、新開明野元町町内会、 

スプリングス高丘自治会                   （12町内会） 

３ 

 

錦岡 

ブロック 

樽前町内会、すずらん町内会、錦西町内会、宮前町内会、 

もえぎ町町内会、スプリングタウン町内会、青雲町内会、 

明徳四丁目町内会、明徳町1丁目町内会、南錦岡町内会、 

美原町内会、のぞみ町内会、うぐいす団地町内会、錦糸町内会、

ときわ町内会、澄川西町内会、澄川町町内会   （17町内会） 

５ 

 

沼ノ端 

ブロック 

沼ノ端北栄町内会、沼ノ端中央町内会、東開町内会、ウトナイ

町内会、植苗町内会連合会、勇払自治会、拓勇西町内会、拓勇

東町内会                             （8町内会） 
３ 

 

１ 各ブロックの理事定数のうち、１名以上の女性役員の選考に努めるものとする。 

２ 監事は、上記の理事定数の外、理事会で割り当てられる３つのブロックから１名ずつを選出し、 

任期ごとに持ち回りとする。 

３ 会則第５条第３項で定める補充員は、各ブロック２名ずつ選出する。 

別 表 （会則第２条及び第５条関係） 
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